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住民同士の信頼関係や安心感を育む親睦・交流
子供会などによる青少年育成・親睦・交流

機　能親睦
・

交流
・

青少年育成 レクリエーションや親睦会などの開催主な活動

快適に暮らすための生活環境の維持・改善機　能環境
美化 ごみステーションの管理や道路や公園などの一

斉清掃など
主な活動

安心して暮らすための防災・防犯機　能防災
・

防犯 防災訓練や防犯パトロールの実施など主な活動

高齢者など支援が必要な方も安心して暮らすた
めの福祉

機　能

福祉
町内の見守りや声かけ運動、ふれあいサロンの
開催など

主な活動

魅力ある地域を育むため、伝統・文化を継承機　能伝統
・

文化 お祭りや盆踊りなど伝統行事の開催主な活動

地域の課題について住民自らが解決する自治機　能

自治
各種会議の開催、地域要望など主な活動

そもそも
町内会って
必要あるの？

防災や防犯、ごみステー

ションや防犯灯の維持管

理など、生活に密着した問題には

隣近所や、町内会の助け合いが必

要です。町内会がうまく機能して

いない地域では、何か問題が起

こっても地域での合意形成が難

しく、解決に時間がかかったり、

行政に対しても効果的な要望活

動や提案が難しくなります。

Ａ

◆町内会の機能・主な活動例 繋繋
町内会への町内会への疑疑問問

QQ１１
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新富町第３町内新富町第３町内会会

宮内宮内 徹也 徹  也 会長 会長
てつてつ やや

町内会に入る
メリットは？

◆町内会のメリットの一例

つながりができ、
「いざ」というとき
に助け合える

　地域の行事などに参

加することで、子どもか

ら高齢者まで幅広い世

代と接することができ

ます。さまざまな活動を

通し てコミュニケー

ションをとる機会にな

り、「いざ」というとき

に助け合える関係を築

くことができます。

住みよい生活環境
づくりができる

　地域防災や防犯パト

ロール、見守り運動、ご

みステーションの管理、

清掃活動など、自ら住み

よい地域をつくること

ができます。

行政に対する相談
・要望が効果的に
なる

　地域の課題があれば、

町内会を通して行政に

相談・要望することもで

きます。個人でするより

も町内会を通じて相談・

要望することで、地域全

体の問題とすることが

でき、行政もより速く、

スムーズに対応できま

す。

効果大地域

市
個人

地域のことは
役所がすべき
では？

住民ニーズの多様化により、あらゆる課題に対して、行政だ

けでの対応が難しくなってきました。そこで、町内会と行政

の役割を分担しながら、地域の実態に沿った課題の解決に向けて、

住民が主体となって取り組むことが求められています。地域での助

け合いの取り組みは、東日本大震災でも証明されたように、行政の

手の届かない部分を補う意味からも必要です。地域住民が自ら考え

行動することで、きめ細かなまちづくりができます。

Ａ

罫罫
加入率の向上加入率の向上へへ

　市では、コミュニティ活動の

活性化をめざし、平成２３年度よ

りコミュニティ活動推進員を

各連合会に２名配置し、また今

年１月、町内会の加入率向上の

取り組みとして、「町内会加入

促進マニュアル」を作成し、全

１８９町内会に配布しました。

▲町内会加入促進に向け
て、マニュアルを作成。「町
内会の必要性・役割」、「加
入の進め方」、「よくある質
問への回答例」、「加入呼び
かけの事例」、「加入呼びか
け文書各種」などを掲載

実践１

さまざまな地域の
情報が得られる

　回覧板などによって、

地域や行政からのお知

らせ・連絡事項など暮ら

しに関わる重要な情報

を逃すことなく定期的

に入手することができ

ます。

QQ２２

QQ３３

新築アパートへのアプローチ
　早速、マニュアルを活用し、成果を上げている

新富町第３町内会。昨年末に完成した新築アパー

トの入居者に、加入を呼びかけ、現在入居してい

るすべての世帯が町内会に加入しました。

　昨年４月から会長に就任し、加入への取り組み

を進める宮内会長は、「自分も転勤族なので、自

分が知りたいと思うことを伝えている」と転入者

の立場に立って働きかけています。また、資料と

して町内会区域の見取り図や、会の年間計画、ご

みステーションのエリアマップなどを用意。訪問

時には、２人体制で加入

を呼びかけています。「妻

と２人で訪問しています。

入居者には、単身の女性

もいるので、おじさん一

人で行くより良いと思っ

て」と話す宮内さん。細

かな配慮が加入に結びつ

いているようです。
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市
で
は
、
情
報
発
信
の
主
要
媒
体
で
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
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を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
３
月
上
旬
か
ら
新
た
な
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
移
行
し
ま
す
。
そ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

見
や
す
く
使
い
や
す
い
ペ
ー
ジ
に

３
月
上
旬

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

富良野の季節を
感じさせる風景
や重要なお知ら
せを掲載

新着情報は
目のつきや
すい場所に
配置

引っ越し、結
婚、出産など
ライフイベン
ト別に分類

文字の大き
さを変更で
きる

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
・
目
的
別
に
分
類
す
る
な
ど
、
目

的
に
た
ど
り
着
き
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
字
の
大
き
さ
が
変
更
で
き
、
文
字

の
色
な
ど
に
も
配
慮
し
、
視
力
の
弱
い
方
な

ど
あ
ら
ゆ
る
人
が
利
用
し
や
す
い
も
の
に
。

さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
の
ペ
ー
ジ

を
作
成
し
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
簡
単
に
、

市
の
情
報
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　
担
当
し
た
総
務
課
地
域
情
報
係
の
木
村

栄
一
係
長
は
、「
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
欲

し
い
情
報
を
ち
ゃ
ん
と
得
ら
れ
る
よ
う
に
、

今
回
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
新
し
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
今
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
を

残
し
つ
つ
も
、
目
的
に
た
ど
り
着
き
や
す
い

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
無
料
の
作

成
ソ
フ
ト
に
よ
り
自
前
で
作
成
し
た
の
で
、

大
幅
に
経
費
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
多
言
語
標
記
や
各
課
で
記
事

の
更
新
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
随
時

ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
、
使
い
や
す
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
旧
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
移
行
す
る

際
に
、
接
続
で
き
な
く
な
る
時
間
帯
が
あ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

新

▲スマートフォン向
け専用サイトも開設
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交通栄誉章緑十字銀章

坂口  道  郎 さん 
みち お

（７８歳）

和６０年に富良野市交通安全指導員に就任し２９

年間、入学シーズンには早朝から登校児童の

交通指導を行うほか、地域や学校と連携しながら旗

波運動や交通安全教室に取り組むなど交通安全活

動に尽力された功績が認められ受賞されました。

昭

交通安全功労者

大坪  敏  行 さん 
とし ゆき

（８０歳）

成元年に富良野交通安全協会役員に就任し、平

成５年からは副会長として２０年間、協会の組織

運営・企画立案に取り組むほか、企業の安全大会や

旗波運動にも積極的に取り組むなど、交通安全活動

に尽力された功績が認められ受賞されました。

平

交通安全功労者

表彰

北海道社会貢献賞　　

宇佐見  正  光 さん 
まさ みつ

（６５歳）

和５０年７月に富良野市に奉職し、地方自治の

振興に貢献。平成１８年からは教育長に選任さ

れ、「すべては子どもたちのために」を合言葉に、

学力・スポーツ・読書活動・ボランティア活動の向

上に尽力。それらの功績が認められ受賞されました。

昭

自治功労

交通栄誉章緑十字銀章　

 平  沢  
ひら さわ

 幸  雄 さん 
ゆき お

（６８歳）

成９年に富良野交通安全協会役員に就任し、平成

２３年からは会長として、協会の組織運営・企画立

案に取り組むほか、富良野建設業協会の会長として、

企業の安全大会や旗波運動に取り組むなど、交通安全

活動に尽力された功績が認められ受賞されました。

平

交通安全功労者

　道内における平成２６年中の特殊詐欺の被害は２５９件で、

被害総額は過去最悪の約１２億５千万円となり、極めて憂

慮すべき状況です。

　特に、お子さんを装う「オレオレ詐欺」や、名義貸し

を持ちかけ、その後トラブルとなったとして解決名目に

現金を要求するなどの「架空請求詐欺」では、多くの高

齢者の方が被害に遭われています。

　特殊詐欺の犯人にだまされないためには、詐欺の手口

に関心を持ち、ご家族やご親戚の方々の集まりの機会や、

日常生活の会話などにおいて、繰り返し話題にしていた

だくとともに、「家族の間で合い言葉を決めておく」、「急

いでお金を用立てて欲しいとの電話を受けた時は、一旦

電話を切ってお子さんやお孫さんなどに相談する」など

北海道知事・北海道警察本部長よ北海道知事・北海道警察本部長よりり

振り込め詐欺を始めとする特殊詐欺防止のためのメッセージ

『家族のルール』を決めておくことが有効です。

　また、「ご家族のほかにも、普段から困った時に相談

する人を決めておく」、「地域のみなさま一人ひとりが、

近所に住む高齢者の方に声かけ等の見守り活動を通じ

て、お互いに話しやすい関係を作る」など『地域のコミュ

ニケーション』を深めることも大切です。

　北海道が推進する「安全・安心どさんこ運動」は、ご

家族や地域の絆を深め、地域のコミュニティ機能を高め

ることにより、犯罪のない安全で安心な北海道の実現を

目指す取り組みです。

　私たち一人ひとりが、絆を一層深め合い、特殊詐欺の

被害に遭わないようにしましょう。

交通栄誉章緑十字銀章　
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●ひよっこサロン（０歳～２歳：登録不要）

と　き　毎週月曜日　午前１０時～１１時３０分
ところ　保健センター１階
内　容　親子で自由あそび、絵本の読み聞かせなど
　　　　※ふれあい広場登録児は対象外

　子育て支援センターは、さまざまな「遊びの場」子育て支援センターは、さまざまな「遊びの場」をを

通して子育て中の親子を応援しています。「親子のふ通して子育て中の親子を応援しています。「親子のふれれ

あい」「親同士の仲間づくり」「子育ての悩みや不安あい」「親同士の仲間づくり」「子育ての悩みや不安のの

解消」のために、育児相談や情報交換のできる場を解消」のために、育児相談や情報交換のできる場を提提

供していますので、気軽にご利用ください供していますので、気軽にご利用ください。。

※※保育所や幼稚園に入所していない子どもが対象です保育所や幼稚園に入所していない子どもが対象です。。

●ふれあい合同広場（０歳～就学前：登録不要）

と　き　毎月第４木曜日　午前１０時～１１時１５分
ところ　スポーツセンター  サブアリーナ
内　容　ボールプール・ボール・マット・トンネル・
　　　　紅白玉入れなど親子で自由にあそびます。
　　　　※歩けなくても、広い畳の上でハイハイができます。

親子のふれあい

子育ての悩
みを解消

鰹問 こども未来課　拶３９‐２２２３

●子育てサロン（０歳～就学前：登録不要）

と　き　毎週月・火・水・金曜日　午後１時３０分～３時４０分
ところ　保健センター１階
内　容　親子で自由あそび

●ふれあい広場（０歳～２歳）

と　き　毎週火・水・金曜日　午前１０時～１１時３０分

　　　　※平成２７年度は４月７日鰹火 からスタートします。
ところ　保健センター１階
内　容　前半は親子で自由あそび、後半は手遊び・紙芝居・　
　　　　体操・小麦粉粘土など保育士と一緒にあそびます。

登録制

母子家庭等高等職業訓練促進給母子家庭等高等職業訓練促進給付付金金
　就職と安定した収入につながる資格を取得するひと
り親家庭のお父さんまたはお母さんの経済的負担を軽
減するための給付金です。

■対象者　 
①富良野市に住むひとり親家庭の父または母
②児童扶養手当を受給している、または同程度の所得水準の方
③過去にこの給付金を受けたことがない方
④仕事または育児と修学との両立が難しい方
⑤2年以上修学し資格の取得見込みがある方

■対象講座　①看護師（准看護師含む）②介護福祉士

　　　　　　③保育士④理学療法士⑤作業療法士

■支給額　
虚訓練促進給付金　修学期間の全期間 (上限２年)
　非課税世帯　月額100,000円　
　課税世帯　　月額70,500円
許修了支援給付金　修学が終わった後1回のみ支給
　非課税世帯　50,000円　
　課税世帯　　25,000円

母子家庭等自立支援教育訓練給付金

　就職と安定した収入、スキルアップにつながる講座
を受講する、ひとり親家庭のお父さんまたはお母さん
へ受講費用の一部を助成します。

■対象者　 
①富良野市に住むひとり親家庭の父または母
②児童扶養手当を受給している、または同程度の所得水準の方
③雇用保険法の規定による教育訓練給付金の受給資格がない方
④過去にこの給付金を受けたことがない方
⑤教育訓練を受講することが適職につくために必要で
　あると認められる方

■対象講座　

◎雇用保険制度の教育訓練給付の指定講座
◎パソコンで検索する場合は、厚生労働省ホームペー
ジ 「教育訓練講座」検索システムを利用してください。
くわしくは問い合わせください。

■支給額　　
受講費用の20％（支給の上限100,000円、下限4,000円）

ひとり親家庭の自立を支援します    　鰹問 こども未来課拶３９‐２223
富良野市母子家庭等自立支援給付金事業

登録方法　３月９日鰹月 ～２７日鰹金 に保健センター２階こども未来課にある申込用紙に必要事項を記入して提出してください。
　　　　※電話での申し込みはできません。定員に満たない場合は随時登録できます。
募集人数　火・水・金曜日　各先着４０組

登録方登録方法法

●ふらのっこクラブ（２歳～就学前：登録不要（２歳～就学前：登録不要））

と　き　毎月第１・第３木曜日　午前１０時～１１時１５分
ところ　スポーツセンター  サブアリーナ
内　容　体育あそび・ゲームあそびなど、親子で一緒
　　　　にルールのあるあそびをします。
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仕事等による場合１号
旅行等による場合２号
病気等による場合３号
住居移転のため、他市町村に移住５号

投票所入場券裏面の右側

期日前投票宣誓書　平成27年４月９日

フラノ　　ハナコフリガナ

富良野　花子氏　名

平成元年１月１日生年月日

↓表面住所と違う場合のみ記入してください。

住　所

１~５号までの理由の該当する数字ひとつに○

私は、北海道知事及び北海道議会議員選挙の執行当日、上記の事
由に該当する見込みです。上記の事実が相違ないことを誓い、併
せて投票用紙の交付を請求します。

期
日
前
投
票
所
に
来
る
日
を
書
い
て
く
だ
さ
い

本
人
の
自
筆
で
す

あ
て
は
ま
る
も
の
に
○
を
一
つ
つ
け
て
く
だ
さ
い

八幡丘会館
午前７時
～午後４時

御園会館・育良会館・布部会館・扇山公民会
館・鳥沼会館・布礼別集落センター・麓郷集
落センター・山部北星地区コミセン・山部南
陽地区コミセン・東山支所・西達布集落セン
ター・老節布会館

午前７時
～午後６時

市役所・西地区コミセン・勤労青少年ホーム・
東春地区コミセン・南コミセン・東部児童セ
ンター・北の峰コミセン・山部福祉センター

午前７時
～午後８時

投票時間と投票所

※理由の「4号」は「投票区内に交通不便な場所(離島など)
がある場合」です。富良野市にはそのような箇所がないた
め省略しています。

※
道
議
会
議
員
選
挙
は
４
月
４
日

鰹土 
か
ら
で
す
。

噛
山
部
・
東
山
支
所

　
４
月
７
日
鰹火 
～
４
月
　
日
鰹土 

１１

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
期
日
前
投
票
の
方
法

　
投
票
所
入
場
券
裏
面
の
「
期
日

前
投
票
宣
誓
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
期
日
前
投
票
所
へ
早
め

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

鞄
不
在
者
投
票

●
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
に
障
が
い
が
あ
り
、
投
票

所
に
行
け
な
い
方
は
、
自
宅
な
ど

で
投
票
用
紙
に
記
載
し
、
郵
送
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
、
戦
傷
病
者
の
手
帳
、
ま

た
は
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
選
挙

管
理
委
員
会
が
発
行
し
た
「
郵
便

投
票
証
明
書
」
を
持
っ
て
い
る
方

で
す
。
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付

を
新
た
に
受
け
た
い
場
合
は
、
早

め
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

●
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　
道
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

し
た
施
設
（
北
の
峰
病
院
・
ふ
ら

の
西
病
院
・
協
会
病
院
・
北
の
峯

ハ
イ
ツ
・
寿
光
園
・
老
人
保
健
施

設
ふ
ら
の
）
の
入
院
患
者
や
入
所

者
は
、
施
設
内
で
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

さ
い
。

鞄
投
票
の
方
法

　
知
事
選
挙
・
道
議
会
議
員
選
挙

ど
ち
ら
も
候
補
者
名
を
記
入
し
ま

す
。
　
当
日
（
４
月
　
日
）
投
票
所
で

１２

は
「
知
事
選
挙
」
→
「
道
議
会
議

員
選
挙
」
の
順
に
投
票
を
行
い
ま

す
。

鞄
期
日
前
投
票

●
期
日
前
投
票
が
で
き
る
方

噛
仕
事
な
ど
で
投
票
所
に
行
け
な

い
方

噛
自
分
の
投
票
す
る
区
域
外
に
旅

行
や
滞
在
を
す
る
方

噛
病
気
・
ケ
ガ
・
出
産
・
手
術
な

ど
で
歩
行
困
難
な
方

噛
住
所
移
転
の
た
め
他
の
市
町
村

に
居
住
し
て
い
る
方

●
期
日
前
投
票
所

噛
市
役
所
（
１
階
ロ
ビ
ー
）

　
３
月
　
日
鰹金 
～
４
月
　
日
鰹土 

２７

１１

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
８
時

３０

鞄
投
票
で
き
る
方

★
知
事
選
挙

　
平
成
７
年
４
月
　
日
以
前
に
生

１３

ま
れ
た
方
で
、
平
成
　
年
　
月
　

２６

１２

２５

日
ま
で
に
富
良
野
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、
引
き

続
き
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
。

★
道
議
会
議
員
選
挙

　
平
成
７
年
４
月
　
日
以
前
に
生

１３

ま
れ
た
方
で
、
本
年
１
月
２
日
ま

で
に
富
良
野
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
て
、
引
き
続
き

市
内
に
住
所
の
あ
る
方
。

鞄
投
票
所
入
場
券
（
兼
宣
誓
書
）

　
投
票
所
入
場
券
は
、
住
民
票
に

記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
に
郵
送
し

ま
す
。
誤
っ
て
配
達
さ
れ
た
場
合

に
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
入
場
券
は
、
忘
れ
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
所
入
場

券
を
な
く
し
た
場
合
に
は
、
当
日

投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ

●
そ
れ
以
外
の
不
在
者
投
票

噛
他
市
町
村
へ
引
越
し
た
方

　
早
め
に
、
引
越
し
前
の
市
町
村

選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

用
紙
の
交
付
を
受
け
て
、
引
越
し

先
の
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。（
道
内
市
町

村
間
の
転
居
に
限
り
ま
す
）

噛
投
票
日
当
日
ま
で
に
満
　
歳
に

２０

な
る
方

●
富
良
野
市
の
不
在
者
投
票
所

市
役
所
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
室

　
３
月
　
日
鰹金 
～
４
月
　
日
鰹土 

２７

１１

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
８
時

３０

※
山
部
・
東
山
支
所
で
は
不
在
者

投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

宣誓書の
書き方

鰹問 
選
挙
管
理
委
員
会
　
拶
３
９
‐
２
３
２
４

北
海
道
知
事
選

北
海
道
知
事
選
挙挙

４
月

日

４
月
　
日
 鰹鰹日日 
 はは

１２１２

の
投
票
日
で

の
投
票
日
で
すす

北
海
道
議
会
議
員
選

北
海
道
議
会
議
員
選
挙挙
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富良野市
郷土研究会

▲他の地域の歴史について学ぶ研修会に参加する会のメンバー

歴史と文化を語り継ぐ

広
い
視
点
で
、
富
良
野
市

の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
研

究
し
な
が
ら
、
後
世
に
語
り
継

ぐ
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
富

良
野
市
郷
土
研
究
会
（
野
嶋
 重
 

し
げ

 克
 会
長
）。
昭
和
　
年
に
富
良
野

か
つ

３８

町
史
の
編
さ
ん
に
協
力
す
る
た

め
、
各
地
域
に
お
い
て
造
け
い

の
深
い
人
た
ち
が
集
ま
り
、
設

立
さ
れ
て
か
ら
約
　
年
間
に
わ

５０

た
り
活
動
。
現
在
　
人
の
会
員

２０

が
所
属
し
、
主
に
他
の
市
町
村

の
歴
史
を
学
ぶ
た
め
の
博
物

館
・
美
術
館
め
ぐ
り
や
研
修
会

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
で
は
、
昭
和
　
年
に
発
行

４３

さ
れ
た
『
富
良
野
市
史
第
１
巻
』

を
は
じ
め
、
翌
年
の
第
２
巻
、

平
成
６
年
に
は
第
３
巻
の
編
さ

ん
事
業
に
協
力
す
る
な
ど
、
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成
５

年
に
文
化
奨
励
賞
、
平
成
　
年
２３

に
は
文
化
功
労
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

　
市
史
の
編
さ
ん
作
業
に
協
力

す
る
一
方
で
、「
市
民
の
み
な
さ

ん
に
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
な

ど
を
も
っ
と
親
し
ん
で
も
ら
い

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
昭

和
　
年
に
『
富
良
野
こ
ぼ
れ
話
』、

５４
昭
和
　
年
に
は
『
続
富
良
野
こ

５９

ぼ
れ
話
』
を
発
行
。
ま
た
開
基

　
周
年
に
合
わ
せ
て
『
富
良
野

９０市
歴
史
写
真
集
』、
平
成
　
年
に

１６

は
人
物
事
典
を
発
行
す
る
な
ど
、

執
筆
や
編
さ
ん
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
昔
の
こ
と
を
話
す
こ

と
は
で
き
る
け
ど
、
文
章
に
す

る
の
は
難
し
い
も
の
で
す
。
昔

の
こ
と
な
ど
を
知
っ
て
い
る
人

に
、
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
何
度
も

聞
き
取
り
し
な
が
ら
作
業
し
ま

し
た
」
と
振
り
返
る
杉
浦
 重
  信
 

し
げ
 
の
ぶ

副
会
長
。「
本
や
写
真
で
郷
土
の

歴
史
な
ど
を
記
録
し
て
お
け
ば
、

そ
れ
を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る

こ
と
で
、
も
う
一
度
故
郷
を
見

直
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ

幅

し
い
で
す
」
と
こ
れ
ま
で
制
作

に
か
か
わ
っ
て
き
た
思
い
を
話

し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
の
　
月
に
は
こ

１１

ぼ
れ
話
の
第
３
弾
と
し
て
『
ふ

ら
の
博
物
誌
』
を
発
行
し
、
改

め
て
郷
土
の
歴
史
な
ど
に
触
れ

る
機
会
を
作
っ
て
い
ま
す
。「
昔

の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
歴
史
な
ど
を
調
べ
た

り
す
る
の
は
大
変
な
作
業
。
個

人
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ

と
も
あ
る
の
で
、
研
究
会
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
」
と
野
嶋
会
長
は

話
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
会
の
設
立
　
周
年

５０

に
向
け
て
、
記
念
誌
や
式
典
な

ど
を
企
画
し
て
い
る
富
良
野
市

郷
土
研
究
会
。
こ
れ
か
ら
も
永

遠
に
刻
ま
れ
て
い
く
故
郷
の
歴

史
を
、
後
世
に
残
す
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

▲研究会が発行してきた数々の本。
ふらの博物誌など、生涯学習セン
ターで購入することができます
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軽
い
気
持
ち
で
ペ
ー
ジ
を
開
設

―
活
動
の
き
っ
か
け
は
？

　
写
真
は
素
人
だ
し
、
写
真
を
撮
る
の
が

好
き
だ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
ん
で
す
。

き
っ
か
け
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
。
そ
の

中
で
風
景
写
真
を
載
せ
た
方
が
見
て
い

る
人
の
反
響
が
良
か
っ
た
の
で
、
風
景
写

真
を
撮
っ
て
は
載
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
意
外
に
好
評
で
、
周
り
の
人
に
の
せ
ら

れ
て
、
軽
い
気
持
ち
で
「
フ
ラ
ノ
ブ
ル
ー
」

の
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

―
撮
影
の
テ
ー
マ
や
コ
ン
セ
プ
ト
は
？

　
た
ま
た
ま
観
光
に
携
わ
っ
て
い
る

方
々
が
周
り
に
い
て
、「
富
良
野
観
光
は

冬
が
課
題
」
と
い
う
の
を
聞
い
て
い
ま
し

た
。
少
し
で
も
力
に
な
れ
ば
と
、
冬
の
風

景
を
紹
介
す
る
と
こ
ろ
か
ら
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
フ
ラ
ノ
ブ
ル
ー
」

と
い
う
名
前
は
、
雪
原
が
青
っ
ぽ
く
見
え

る
冬
の
風
景
の
美
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
で
つ
け
ま
し
た
。

自
然
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

―
す
ご
い
反
響
で
す
ね

　
自
分
の
楽
し
み
で
始
め
た
の
で
す
が
、

思
わ
ぬ
反
響
に
最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
。

「
良
い
も
の
を
撮
ら
な
き
ゃ
」
と
い
う
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
そ

れ
を
励
み
に
し
て
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
撮
影
は
、
カ
メ
ラ
を
 覗
 い
て
、「
キ
レ

の
ぞ

イ
だ
な
ぁ
」
と
思
っ
た
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
る
、
そ
れ
だ
け
で
す
（
笑
）。
誰
で
も

で
き
ま
す
。
私
で
も
で
き
ま
す
か
ら
。

―
活
動
の
魅
力
は
？

　
誰
も
知
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け

る
の
が
好
き
で
す
。
同
じ
風
景
で
も
レ
ン

ズ
を
変
え
た
り
し
て
、
多
彩
な
自
然
の
表

情
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
富
良
野
の
自
然

に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
風
景
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
そ

の
良
さ
を
発
信
し
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

空
を
大
き
く
入
れ
た
構
図
が
特
徴

的
な
杉
山
さ
ん
の
写
真
。
澄
ん
だ

空
の
「
青
色
」
が
山
や
丘
な
ど
の

素
材
を
引
き
立
て
て
い
る

杉山  紫  野 さん
し の

　趣味で富良野の風景を撮影し、
インターネット上で紹介してい
る。(株)ヤマサ事務職員。富良
野小学校のＰＴＡ役員も務める。
夫・長男・長女と４人暮らし。
富良野市出身。

年
１
月
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
「
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
」
に
開
設
さ
れ
た
「
フ
ラ
ノ
ブ
ル
ー
」
の
ペ
ー
ジ
。

富
良
野
の
風
景
写
真
を
ま
と
め
た
「
フ
ラ
ノ
ブ
ル
ー
」
の
ペ
ー
ジ
は
、

そ
の
写
真
の
美
し
さ
か
ら
愛
読
者
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
の
は
市
内
会
社
員
の
杉
山
紫
野
さ
ん
。
趣
味

で
始
め
た
活
動
が
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

昨

FuranoBLUE 検  索

角
フェイスブックページ

　　　　　　　をチェッ
ク！

▲要望を受け、昨年末
に制作したカレンダー。
全国各地から注文があ
り、７０部ほど制作した

美
し
き
青
の
世
界
へ
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光地域医療の
local medical care   ray of hope

　
函
館
出
身
の
印
鑰
先
生
は
、

旭
川
医
科
大
学
を
１
期
生
と
し

て
卒
業
後
、
小
児
科
の
医
局
の

派
遣
に
よ
り
、
深
川
市
や
東
京

の
病
院
を
経
て
富
良
野
協
会
病

院
で
　
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。

１３

富
良
野
で
の
長
い
生
活
の
中
で
、

守
る
べ
き
家
族
も
で
き
、
都
市

へ
の
ア
ク
セ
ス
は
悪
く
な
い
の

に
程
よ
く
田
舎
で
あ
る
と
い
う

富
良
野
の
住
み
良
さ
に
も
惹
か

れ
、「
骨
を
う
ず
め
よ
う
」
と
決

心
し
た
の
が
　
年
前
。
協
会
病

１８

院
か
ら
独
立
し
、
現
在
の
診
療

所
を
開
業
し
ま
し
た
。

　
開
業
し
た
こ
と
で
、
さ
ら
に

仲
間
も
増
え
、
少
し
ず
つ
富
良

野
市
民
に
な
れ
た
と
実
感
し
て

い
っ
た
と
振
り
返
る
印
鑰
先
生
。

「
１
カ
所
に
長
く
い
る
と
、
生
ま

れ
て
か
ら
大
人
に
な
る
ま
で
の

カ
ル
テ
で
そ
の
子
の
成
長
が
見

て
取
れ
る
」
と
、
小
児
科
の
魅

力
を
笑
顔
で
話
し
ま
す
。
ま
た
、

小
児
科
を
卒
業
し
た
子
が
大
人

に
な
り
、
子
ど
も
を
連
れ
て
ま

た
診
療
に
来
て
く
れ
る
こ
と
も

あ
り
「
小
児
科
冥
利
に
尽
き
る
」

と
お
だ
や
か
な
表
情
を
浮
か
べ

ま
す
。

　
仲
間
の
影
響
で
始
め
た
ス

キ
ー
は
１
級
の
腕
前
。
最
近
は

持
病
の
腰
痛
で
山
に
足
が
向
か

な
い
そ
う
で
す
が
、
富
良
野
で

の
楽
し
み
の
一
つ
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ

札
幌
の
公
式
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
「
Ｆ
．（
エ
フ
ド
ッ
ト
）」

の
立
ち
上
げ
か
ら
関
わ
り
、

「
Ｆ
．」
主
催
の
小
中
学
生
フ
ッ

ト
サ
ル
大
会
の
運
営
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
趣
味

は
音
楽
鑑
賞
。
自
宅
で
は
も
っ

ぱ
ら
洋
楽
を
聴
い
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　「
私
た
ち
開
業
医
は
、
地
域
セ

ン
タ
ー
病
院
で
あ
る
協
会
病
院

と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
、

現
在
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
協
会
病
院
の
医
師
不
足
に
は
、

本
当
に
大
変
な
危
機
感
を
持
っ

て
い
ま
す
。
協
会
病
院
の
先
生

た
ち
は
、
現
時
点
で
も
か
な
り

き
つ
い
状
態
に
あ
る
の
で
、
行

政
も
市
民
も
私
た
ち
医
師
会
の

危
機
感
を
共
有
し
て
い
た
だ
け

た
ら
…
」
と
印
鑰
先
生
。今
日
も
、

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
「
か

か
り
つ
け
医
」
と
し
て
、
診
療

に
汗
を
か
い
て
い
ま
す
。

釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜

上
手
な
医
者
の

  か
か
り
方
　
　

箇
条
 

シリーズ

※「上手な医者のかかり方　10箇条」厚生労働省研究班（1998年）から引用し、『新・医者にかか
る10箇条』NPO法人ささえあい医療人権センターCOML（コムル）を参考に作成しています。

１０

そ
の
後
の
変
化
も

伝
え
る
努
力
を
　

し
よ
う

禦
１０

大切なコミュニケーション

―

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

―
 地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
 ――
 

生生
命命
とと

健健
康康
をを

守守
るる

ま
ち
の
お
医
者
さ

　
ま
ち
の
お
医
者
さ
んん
隠隠

▲いんやく小児科クリニック（弥生町６番30号）

郭

い
ん
や
く
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

印い
ん

鑰や
く

史ふ
み

衛

院
長

え

良かったですね。
それではお大事に

それはきっと○○
が原因だね

ちょっと調子が　
悪くなりました

おかげさまで、良くなりました
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　中富良野　

地酒の美味しい季節です
　中富良野産米「ゆきひかり」からつくられ
た、吟醸酒「紫の雫」と純米酒「 法螺吹 」。

ほらふき

ぜひ新酒をご賞味ください。

鞄純米酒「法螺吹」７２０ml　1,150円
鞄吟醸酒「紫の雫」７２０ml　2,350円
※なかふらのワインも好評販売中です

鰹問 なかふらの酒造振興会　拶４４‐２２１３

　南富良野　

道の駅でひと休み
　国道３８号線沿いにカヌーの 舳先 をイメー

へさき

ジした外観の南ふらの物産センター。地元産
の食材を使用したメニューのあるレストラ
ンや特産品などもあります。また、幻の淡水
魚イトウなどが水槽の中に見ることができ
るなど、ドライブの休憩に、ぜひお立ち寄り
ください。

鰹問 南富良野町振興公社　拶５２‐２１００

　占冠　

手作りのおいしさを味わってみよう！
　占冠村 双  珠  別 地区にある双民館は、廃校と

そう しゅ べつ

なった小学校を利用した研修施設です。ここ
ではソーセージやアイスクリーム作りなど
の体験ができるほか、宿泊施設も備えている
ため、大学のゼミや合宿、親子での利用にも
最適です。自然に囲まれた静かな環境で、
ソーセージ作りなど自分の手で作るものは、
きっとおいしいですよ！

鰹問 占冠村産業建設課農業担当　拶５６‐２１７４

　上富良野　

春はまだまだ湯喜(ゆき)まつり
　当日は小学生の入浴料が無料になるほか、
甘酒の無料提供やお楽しみ抽選会などイベ
ントが盛りだくさんです。スノーモービルな
どの体験コーナーなど、雪と温泉を楽しみに、
ぜひお越しください。　

と　き　３月２２日鰹日  午前１０時～午後３時

ところ　吹上温泉保養センター白銀荘

鰹問 吹上温泉保養センター白銀荘　拶４５‐４１２６

ちょっくら

となりまち

地域おこし協力隊員

山本  美  麗 さん
み らい

平成２５年６月から協
力隊員として、山部
地区を拠点に活動を
行っている。和歌山
県出身。

　地域おこし協力隊とは、人口減少や高齢化が進む地方において、地域外の人材を受け入れ、その定住・定着を図ることで、地域力の維
持・強化を図っていく取り組みです。このコーナーでは、富良野市の協力隊員第１号である山本さんの取り組みを紹介します。

またいつか…

最終回

富良野市地域おこし協力隊 検  索 角フェイスブックページ

　　　　　　　をチェッ
ク！

年
が
明
け
て
、
山
部
地
区
で
の

最
初
の
イ
ベ
ン
ト
『
や
ま
べ
ゆ
き

ん
こ
ま
つ
り
』
が
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
７
日
の
前
夜
祭
で
は
ち
ょ

う
ど
、
ふ
ら
の
市
移
住
促
進
協
議

会
主
催
の
『
移
住
体
験
ツ
ア
ー
』

の
み
な
さ
ん
が
会
場
を
訪
れ
、
焼

肉
パ
ー
テ
ィ
ー
で
ご
一
緒
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
思
っ

た
ほ
ど
寒
く
な
く
、
雪
の
上
で
焼

肉
を
し
な
が

ら
、
楽
し
く
交

流
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。ま

た
、
８
日

の
本
祭
で
は
、

ち
び
っ
こ
お

楽

し

み

の

ゲ
ー
ム
が
満
載
。
私
も
ス
テ
ー
ジ

の
上
で
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
た
り
、

チ
ュ
ー
ブ
ス
ラ
イ
ダ
ー
を
し
た
り
、

ち
び
っ
こ
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
み

ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
述
べ
た
『
移

住
体
験
ツ
ア
ー
』
で
す
が
、
私
も

２
年
前
に
参
加
し
た
一
人
で
す
。

あ
の
時
か
ら
私
の
移
住
へ
の
一
歩

が
始
ま
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
活
動
し
て
か
ら
、
１
年
９

カ
月
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。

最
大
３
年
間
の
任
期
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
定
住
に
向
け
て
の
想

い
も
あ
り
、
こ
の
３
月
で
卒
業
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
以
降
は
、
自
分

の
夢
で
も
あ
っ
た
、
カ

フ
ェ
の
オ
ー
プ
ン
に

向
け
て
、
東
山
地
区

で
準
備
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
い
つ
か
、
み

な
さ
ん
に
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

▲ステージでイベントのお手伝い
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ふらのワインの

  ひみつ
このコーナーでは、ふらのワインに関するさまざまな情報を提供していきます

今月のテーマは…

　赤・白・ロゼの造り方

※赤ワイン虞　白ワイン虞 ロゼワイン虞

黒ぶどう

（赤・ロゼ原料）

白ぶどう

（白原料）

茎を取り除く

種・皮・実を

すべて発酵

種・皮・実を取り

除き、果汁を搾る

発酵が終わった

ワインを搾る

果汁を発酵

にごりを取り除く

赤ワイン　虞　種・皮・実を一緒に発酵して色や渋みを抽出し、コクのある力強いワインに仕上げていきます。

白ワイン　虞 純粋なぶどうの風味を活かすため最初に種や皮を取り除いて発酵し、繊細で香り豊かなワインに仕上げていきます。

ロゼワイン虞 最初に黒ぶどうを搾ったときに出てくる淡いピンク色を活かして、さわやかで果実味あるワインに仕上げていきます。

ふふらのワインの赤・白・ロゼの造り方は、原料ぶどうと搾るタイミングが異なりますが、それ以外はらのワインの赤・白・ロゼの造り方は、原料ぶどうと搾るタイミングが異なりますが、それ以外は同同様の工程となります。様の工程となります。

虞
虞

虞

虞

虞
虞

虞

虞
虞

虞

虞
虞

虞虞虞

ビンに詰めビンに詰めるる

  完成！

◆開館時間　
　火～金　
　午前１０時～午後６時
　土・日　
　午前９時～午後５時

◆３月の休館日
　毎週月曜日

　21日鰹土  ・27日鰹金 

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

注目の本！

　フィギュアスケートの醍醐
味はナマ観戦にあり!? どんど
ん軽くなるフットワークとサ
イフの中身…。漫画家・イラス
トレーターの著者が、一度ハ
マったら抜け出せない、フィ
ギュアスケート観戦の面白さ
と恐ろしさを描く。

スケオタデイズ 
戦慄のフィギュア底なし沼 

グレゴリ青山

ＢＯＯＫＳ

一般書NEW

オリーブオイル「冷えと
り」レシピ ／ 青木 敦子

その「ひと言」は、言っては
いけない／ 千田 琢哉

現場王／ 見ル野 栄司

児童書 NEW

ぷんぷんヒグマ
／ニック・ブランド

おばあちゃんからライオ
ンをかくすには
／ ヘレン・スティーヴンズ

おばけのたまごにいちゃん
／ あきやま ただし

展示・イベント

【２階多目的ホール】

　おはなし会　　　　　　　３月１４日鰹土 　午前10時30分
　※今月の英語のおはなし会はありません　　　　

【１階読み聞かせコーナー】

　どんぐりおはなし会　　　毎週水曜日  午後３時

図書館のホームページもご覧ください

富良野図書館 検  索

較

こちらをチェック！

春の「市内限定特価」赤ワイン発春の「市内限定特価」赤ワイン発売売 市内限定価市内限定価格格

1,029　1,029円円(税込)(税込)
※※通常税通常税込込1,281,2811円円　ふらのワインをご愛顧いただいているみなさんへ感謝の気持ちを込めて、赤ワイン

を格安で特別販売（２万４千本限定）をします。市内の酒販店でお買い求めください。 販売期間:販売期間 : ３月７日３月７日鰹鰹土土 ～５～５月６月６日日鰹鰹水水 
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山山下下 彩夏 彩夏 さんさん
あやあやかか

(７カ月(７カ月))

住吉住吉町町

お母さんにお母さんにもも
貸してあげ貸してあげるる～～辞辞

お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

認
め
て
ほ
し
い

　
あ
る
日
大
学
生
の
息
子
か
ら
電
話
が
か

か
っ
て
き
ま
し
た
。

「
明
日
旭
川
の
冬
ま
つ
り
で
踊
る
ん
だ
け
ど

見
に
来
る
？
」

　
旭
橋
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
よ
さ
こ
い

を
踊
る
と
の
こ
と
。
行
け
た
ら
行
く
よ
と
返

事
し
て
、
結
局
行
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

メ
ー
ル
で
写
真
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

「
今
回
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
！
」

　解
説
し
よ
う
。

「
セ
ン
タ
ー
」
と
は
位
置
取
り
が
中
央
の
こ

と
で
、
も
も
ク
ロ
な
ら
百
田
夏
菜
子
・
ド
リ

フ
な
ら
い
か
り
や
さ
ん
・
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ

だ
と
ラ
ン
ち
ゃ
ん
（
古
い
っ
）
み
た
い
な
ポ

ジ
シ
ョ
ン
で
す
。

　そ
の
夜
、
動
画
投
稿
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
た
の
を
見
て
み
る
と
、
た
く
さ
ん
の
お

客
さ
ん
を
前
に
イ
キ
イ
キ
と
踊
っ
て
い
ま

す
。
元
々
踊
る
こ
と
が
好
き
で
、
中
学
生
の

こ
ろ
か
ら
学
校
で
も
家
で
も
踊
っ
て
い

た
っ
け
。
い
つ
も
所
構
わ
ず
踊
っ
て
い
る
と

聞
い
て
、「
ど
こ
か
頭
が
お
か
し
い
の
か
な
」

と
少
し
心
配
に
も
な
っ
た
り
。

　
変
わ
っ
た
趣
味
だ
と
思
い
な
が
ら
、
当
時

は
放
置
し
て
い
た
け
れ
ど
、
本
当
は
こ
う

や
っ
て
拍
手
を
も
ら
い
た
か
っ
た
ん
で
す

ね
。
　
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
注
目
し
て
く

れ
て
、拍
手
を
送
っ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
。

そ
し
て
、
一
人
で
は
な
く
仲
間
と
そ
れ
を
分

か
ち
合
え
る
感
動
も
、
自
己
肯
定
に
つ
な

が
っ
て
い
る
か
ら
楽
し
い
の
だ
と
思
い
ま

す
。
　く

だ
ら
な
い
と
思
え
る
こ
と
で
も
、
本
人
が

熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
称
賛
し
て
あ
げ
る

こ
と
っ
て
大
切
で
す
ね
。
私
は
い
ま
さ
ら
気

づ
き
ま
し
た
が
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
お
持

ち
の
親
御
さ
ん
た
ち
は
今
日
か
ら
実
践
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　た
と
え
そ
れ
が
、
人
か
ら
馬
鹿
に
さ
れ
る
よ

う
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
で
す
。

　ペ
ン
ネ
ー
ム
　

　
ス
ー
パ
ー
は
夜
が
狙
い
目
　
花
園
町

　
子
育
て
を
と
お
し
て
親
も
成
長
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
子
育
て
体
験

を
紹
介
し
ま
す
。
体
験
記
を
「
広
報
ふ
ら
の
」
へ

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
６
５
０
字
程
度
）

北北嶋嶋 篤人 篤人 さんさん
あつあつとと

(１１カ月(１１カ月))

東東町町

鏡に向かっ鏡に向かってて
お話しお話し中中辞辞
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▼寒さ吹き飛ぶ多彩な催し
第５０回ふらのスキー祭り　１月３１日鰹土 ・２月１日鰹日 

の一大イベント「ふらのスキー祭り」が、富

良野スキー場北の峰ゾーンの駐車場を会場

に開催されました。

　５０回目の節目となった「ふらのスキー祭り」は、

２日間にわたり開催され、子ども向けの楽しいア

トラクションやダンス、お笑い芸人のライブ、花

冬

火大会など、多彩な催しが行われたほか、かみふらの

和牛の丸焼きなど、あたたかい料理を提供する屋台が

並び、スキー客や地元の親子連れなどで賑わいました。

　また、２日目には、サンタクロースの衣装を身にま

といゲレンデを滑走する「フラノサンタラン（イベン

ト参加費用が闘病する子どもたちへのクリスマスプ

レゼントになるチャリティーイベント）」が開催され、

市内外から約４０人が参加。参加者は、ゆっくりと滑走

し、スキー客の目をひいていました。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
衣
装
を
身

に
ま
と
い
ゲ
レ
ン
デ
を
滑
走
す

る
「
フ
ラ
ノ
サ
ン
タ
ラ
ン
」

虚大人気だったかみふらの和牛の丸焼き

許プロジェクションマッピングと妖怪体操

距恒例の冬の花火大会

鋸ふらの牛乳早飲み選手権虚

許

距

鋸

▼連携して地域を支える
認知症対策・地域包括ケアの推進に関する調印式　２月６日鰹金 

知症の正しい理解の普及や地域で支える体制

を構築するため、市とエーザイ株式会社が連

携・協力しながら認知症対策の普及・啓発など実施

する「認知症対策・地域包括ケアの推進に関する包

括的連携協定」を結びました。今後は、医師会など

と連携した市民向けの講演会や研修会を開催する

など、市民が高齢になっても健康的な生活を送るた

めの取り組みが進められていきます。

認

▼新たな歴史を刻む
東小学校開校４０周年記念式典　２月７日鰹土 

和４８年に開校した東小学校の開校４０周年・新校

舎落成記念式典が体育館で開催され、児童をは

じめ関係者が集まるなか記念すべき日を祝いまし

た。塚澤栄一校長は「これまでの歩みを 礎 に、たく
いしずえ

ましさ、豊かさ、賢さを育んでいきましょう」とあ

いさつ。児童たちからは合唱はじめ、旧校舎の思い

出や高学年の児童たちは将来の夢を発表するなど、

一人ひとりの思いが会場に響いていました。

昭
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▼南のへそと絆深める
扇山小 沖縄県宜野座村派遣交流　１月１３日鰹火 ～１６日鰹金 

そが取り持つ縁で交流のある沖縄県 宜  野  座 
ぎ の ざ

村に、扇山小６年生の１８人が訪問しました。

　これまで、宜野座小の富良野への訪問はありま

したが、扇山小は毎年雪を送っているものの訪問

するのは初めて。交流がスタートして１０年という

節目に、さらに交流を深めるとともに子どもたち

の見聞を広めようと、学校とPTAが関係機関に働

へ

きかけ実現しました。

　宜野座村では、宜野座小の児童と給食を食べたり、

お互いの地域を紹介するなど交流したほか、ひめゆり

の塔など観光施設を見学。参加した児童は、「ひめゆ

りの塔で戦争の悲惨さを知った。戦争は絶対やっては

いけないと思った」、「生えている植物の違いに驚い

た」、「給食が富良野と違った」とさまざまな気づきが

あったようです。２月２８日には、宜野座小が富良野を

訪れることになっており、より一層交流が深まること

が期待されます。

▼移住の第一歩
移住体験モニターツアー　　２月６日鰹金 ～８日鰹日 

良野の冬の魅力や厳しさを体験してもらおう

と「ふらの市移住促進協議会」がモニターツ

アーを企画し、道内外から３組５人が参加しました。

ツアーでは、ふらのワインのラベル作成体験や越冬

野菜の収穫体験、先輩移住者たちとの交流会などが

行われ、札幌市から参加した３０代女性は、「移住さ

れた方とお話しができて移住の参考になった。今度

は土地探しに来たい」と話していました。

富
▼暴力団追放に協力体制

暴力団等の排除に関する合意書調印式　　１月２９日鰹木 

年末、市が富良野市暴力団排除条例を制定。

さらに取り組みを進めるため、市は富良野警

察署と暴力団の排除に関する合意書を交わしまし

た。富良野警察署の酒井智雄署長は、「市民の安心

した暮らしはもちろん、富良野は観光地であり、

クリーンなイメージが重要。行政など関係機関と

連携して安全安心の地域社会をつくっていきた

い」と話していました。

昨

虚おきなわワールド

許宜野座小児童と

交流給食

距ひめゆりの塔

鋸サトウキビの収

穫体験

漁美ら海水族館

虚

許 距

鋸
漁
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年金証書を失くしたときは再交付の手続きを

　「年金証書」を汚したときや失くしたときは、「年
金証書再交付申請書」を旭川年金事務所に提出し、
「年金証書」の再交付を受けてください。「年金証
書」は、年金を受ける権利があることを証明する
ものです。各種届出やねんきん相談のときに必要
となりますので、大切に保管しておきましょう。

保険料の支払いはお忘れなく

鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

昭和２５年３月生まれ(満６５歳)の方は、満６５歳の誕生日

以降に手続きをしてください。すでに厚生年金を受給

している方は、誕生月に送られてくるはがきを返送す

ることで、基礎年金の手続きが完了します。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印鑑・預金通

帳・戸籍全部事項証明（戸籍謄本）・住民票謄本などです。

ねんきん相談所開設の日程について

　平成２７年度ねんきん相談の日程が決まりました
のでお知らせします。
虚完全予約制となっています。相談受付時間は午前
　９時３０分から午後４時までです。
許予約を希望される方は市役所２番窓口か、直接旭
　川年金事務所（拶０１６６-７２-５００４）にお電話を。
距相談される方及び配偶者の基礎年金番号が分か
　るもの（年金手帳・納付書など）が必要です。

　脂肪というと、「皮下脂肪」「内臓脂肪」の２つ

の脂肪がよく知られています。最近は、これらの

脂肪に続く第３の脂肪として、「異所性脂肪」が注

目されています。

異所性脂肪とは？

　身体の中で使われずに余ったエネルギーは、脂

肪となって皮下や内臓に蓄積されます。内臓脂肪

の蓄積が限界に達すると、余った脂肪は肝臓や心

臓、筋肉など、これまで脂肪が蓄積すると考えら

れてきた場所以外にたまります。これが「異所性

脂肪」です。この脂肪が、心筋梗塞や糖尿病など

の生活習慣病を招く重要な要因になることがわ

かってきました。

異所性脂肪と生活習慣病

　心臓の周りに脂肪がたまると、心臓の血管が炎

症を起こし、血管が痛んで、心筋梗塞などの 虚 
きょ

 血 
けつ

性心疾患の発症につながるといわれています。

　また、肝臓や筋肉に脂肪がたまると、インスリ

ンの効き方が悪くなって（インスリン抵抗性とい

います）肝臓や筋肉での糖の取り込みが悪くなり、

糖尿病になりやすくなります。

　BMIが２５未満で肥満の基準を満たさない場合で

も、腹囲が大きく内臓脂肪が過剰に蓄積している

状態では、異所性脂肪もつきやすくなり、メタボ

リックシンドロームになっていきます。

かくれ肥満に注意！

　皮下脂肪や内臓脂肪にためることができる脂肪

の量は、個人差があります。やせている人は、皮

下脂肪細胞の数が多くないので、異所性脂肪が蓄

積しやすいとも言われています。この状態がかく

れ肥満です。やせているのに、血糖や中性脂肪・

肝機能の数値が高いという場合は要注意です。

異所性脂肪を減らすには

　異所性脂肪は、内臓脂肪と同様に生活習慣の改

善で比較的減らしやすいことがわかっています。

　異所性脂肪は、運動すると初めに燃焼されると

言われています。普段の生活の中で、こまめに体

を動かすことから始めてみましょう。できるだけ

歩くことも手軽にできる運動法です。余裕のある

方は、筋肉トレーニングに取り組ん

でも良いでしょう。食生活では、食

べ過ぎないことです。特に、脂肪の

多い食品やお菓子、果物、アルコー

ルのとり過ぎに注意しましょう。

こんにちは

保健師です！

知ってますか? 異 
い

 所 性脂肪
しょ

今月のテーマは

会　場開設日会　場開設日

市役所

大会議室

10月  8日鰹木 保健センター４月  9日鰹木 
11月12日鰹木 

市役所

大会議室

５月14日鰹木 
12月10日鰹木 ６月11日鰹木 
  1月14日鰹木 ７月  9日鰹木 
  2月18日鰹木 ８月13日鰹木 
  3月10日鰹木 ９月10日鰹木 

※場所、時間は変更になることがあります
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クーリング・オフ葉書は富

良野郵便局、若葉郵便局、

山部・東山支所にも置いて

あります。また、消費生活

センターと山部・東山支所

に「タオル等回収ボック

ス」が設置されています。

不要になったタオル類・白

メリヤス・毛布の回収にご

協力ください。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ消費生活センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時

ダイヤル交換市もやってます！

◆譲ります　　　　　　　　　　　　　　 　  
捌捌喪服（和装一式、M～L新品喪服（和装一式、M～L新品））捌捌琴琴捌捌プリンタープリンター

◆譲ってください　　　　　　　　　　　  　 
捌捌富良野高校制服（男子、１７０㎝富良野高校制服（男子、１７０㎝））捌捌柔道着（４号）柔道着（４号）捌捌ベビーベッドベビーベッド

相相談談すするるなならら

ごみの分別に協力を！

市市民民環環境境課課かからら
おお知知ららせせ

拶拶３３９９--22330088 

固形燃料ごみ以外の異物が混入!!

　１月１９日、２７日に固形燃料ごみに金属が混入

し、固形燃料化施設設備の破損が生じました。

　固形燃料化施設に金属などの異物が混入する

と、機械の破損など重大な事故につながる恐れ

があります。

　また、施設が破損し、稼働しなくなってしま

うとごみ収集にも影響が出る可能性があります。

各家庭での正しい分別にご協力をお願いします。

※金属類は無色透明な袋に入れて、金属類の日
（月２回程度）に出してください。

　進学や就職などで新たな生活を始める若者に、悪
意を持った人たちは「だましやすい」として近づい
てきます。どのような手口か覚えておきましょう。

【ワンクリック請求】

　無料動画を見て「１８歳以上ですか？」の質問に
「はい」をクリックすると突然登録完了となり高額
な料金を請求されます。請求画面が張り付いて消え
ない場合もあります。

【サクラ商法】

　SNSに「会いたい」「悩みを聞いてほしい」「援助
します」などのメールが届き、有料のメール交換サ
イトに誘導され、高額なサイト利用料金を請求され
ます。

【キャッチセールス】

　駅や繁華街の路上でアンケート調査などを理由
に声をかけ、事務所などに連れて行き「お得なのは
今だけ」とせかしたり、不安をあおったりして商品
やサービスの契約を迫ります。

【アポイントメントセールス】

　「あなたが選ばれました」などと有利な条件を強
調して、電話やメール、ハガキなどで喫茶店や事務
所へ呼び出し、契約するまで帰してもらえない状況
に追い込みます。

【マルチ商法】

　「友達を紹介するだけで簡単に儲かる」と言って
誘い、高額な商品、サービスを契約させます。商品
が思うように売れず支払いだけが残り、友人を誘う
ことで友人関係も悪化します。

今月の豆知識は

若者の消費者トラブル

滑１月１９日に
混入していた
機械などの部
品の一部とみ
られる鉄

滑１月２８日に
混入していた
鉄のかたまり

滑固形燃料ご
みの中に、最
近混入が増え
ているスプー
ンなどの日用
品

混入していた鉄製品
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 く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

水
痘
（
み
ず
ぼ
う
そ
う
）

予
防
接
種

　
水
痘
（
み
ず
ぼ
う
そ
う
）
の

予
防
接
種
は
、
平
成
　
年
　
月

２６

１０

か
ら
定
期
接
種
と
な
り
ま
し
た

が
、
特
例
措
置
と
し
て
、
３
歳

の
誕
生
日
か
ら
５
歳
の
誕
生
日

の
前
日
ま
で
の
間
に
あ
る
お
子

さ
ん
は
、
平
成
　
年
３
月
　
日

２７

３１

ま
で
は
、
無
料
で
接
種
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
特
例
措
置
対
象
で
、
平
成
　２６

年
　
月
以
降
１
回
も
水
痘
の
予

１０
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
お
子

さ
ん
は
、
平
成
　
年
３
月
　
日

２７

３１

ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
実
施
医
療
機
関
】

富
良
野
協
会
病
院
・
ふ
ら
の
西

病
院
・
い
ん
や
く
小
児
科
ク
リ

ニ
ッ
ク

※
必
ず
、
予
約
を
し
て
か
ら
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
保
健
医
療
課
　

拶
３
９
‐
２
２
０
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

高
齢
者
肺
炎
球
菌
　

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　
今
年
度
定
期
接
種
対
象
で
接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
高
齢

者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
受
診

券
」
と
健
康
保
険
証
を
持
参
し

て
、
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で

２７

３１

に
実
施
医
療
機
関
で
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

※
平
成
　
年
４
月
以
降
の
接
種

２７

は
任
意
接
種
と
な
り
、
接
種
費
用

が
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

接
種
費
用
　
　
　
２
３
０
０
円

鞄
生
活
保
護
世
帯
及
び
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
次
の
書
類

を
医
療
機
関
に
提
出
す
る
と
接

種
費
用
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

虚
生
活
保
護
受
給
証
明
書

許
平
成
　
年
度
介
護
保
険
料
額

２６

決
定
通
知
書

距
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

鋸
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
自
己
負
担
金
免
除
対

象
者
証
明
書
（
保
健
セ
ン
タ
ー

１
階
で
交
付
。
保
険
証
と
印
鑑

を
持
参
く
だ
さ
い
）

※
接
種
後
の
接
種
費
用
の
払
い

戻
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
実
施
医
療
機
関
】

富
良
野
協
会
病
院
・
ふ
ら
の
西

病
院
・
北
の
峰
病
院
・
内
海
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
か
と
う
整
形

外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
か
わ
む
ら

整
形
外
科
医
院
・
ふ
ら
の
皮
膚

科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
ふ
ら
の

消
化
器
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
渡

辺
医
院

※
必
ず
、
予
約
を
し
て
か
ら
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
保
健
医
療
課
　

拶
３
９
‐
２
２
０
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
か
ら
　
年
２０

　
今
か
ら
　
年
前
の
平
成
７
年

２０

３
月
　
日
、
オ
ウ
ム
真
理
教
に

２０

よ
る
「
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
」

が
発
生
し
ま
し
た
。

教
団
の
現
状
　
オ
ウ
ム
真
理
教

は
、
現
在
も
麻
原
 彰
  晃
 こ
と
松

し
ょ
う
 こ
う

本
智
津
夫
へ
の
絶
対
的
 帰
  依
 を

き
 
え

強
調
す
る
主
流
派
「
A
l
e
p

h
（
ア
レ
フ
）」
と
、
松
本
の
影

響
力
が
な
い
か
の
よ
う
に
装
う

上
祐
派
「
ひ
か
り
の
輪
」
を
中

心
に
活
動
し
、
依
然
と
し
て
松

本
及
び
同
人
の
説
く
教
え
を
存

このページは広告料収入で作成しています

ごみＱ＆Ａ

Ｑ.電池は何ごみ？

Ａ．乾電池・ボタン型電池は、
乾電池回収ボックスに入れて
ください。乾電池回収ボック
ス設置場所については、ごみ
の分け方・出し方ガイドブッ
クで確認をお願いします。

Ｑ.テレビや冷蔵庫の　　
　処分方法は？

Ａ．家電リサイクル法対象機
器のテレビ、冷蔵庫・冷凍庫、
洗濯機、衣類乾燥機、エアコ
ンは市で引き取りできません。
　買い替え時に販売店に引き
取りを依頼するか、市許可の
収集運搬業者（富良野地区清
掃事業協同組合　拶２３-３９３９）
に収集を依頼してください。
　収集運搬料金やリサイクル
料金が必要になりますので、
業者に直接お支払いください。

ありがとうございます

滝口  實  子 さん  
じつ こ

金300万円

平間 シゲさん  

華道教本１冊

寄 付

３月号

広告 広告
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立
の
基
盤
に
し
て
お
り
、
無
差

別
大
量
殺
人
行
為
に
及
ぶ
危
険

性
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

北
海
道
に
お
け
る
動
向
　
北
海

道
に
お
い
て
は
、
全
国
的
に
も

主
流
派
「
A
l
e
p
h
（
ア
レ

フ
）」
が
極
め
て
多
く
の
信
者
を

 擁
 し
、
街
頭
や
書
店
に
お
け
る

よ
う声

か
け
の
ほ
か
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
利
用
し
て
青
年
層
を

中
心
に
接
触
を
図
り
、
教
団
名

を
秘
匿
し
な
が
ら
ヨ
ー
ガ
教
室

に
勧
誘
す
る
な
ど
し
て
新
規
信

者
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

鰹問 
富
良
野
警
察
署
　

拶
２
２
‐
０
１
１
０

 募
　
集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

道
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
一
般
世
帯
向
け
住
宅

◆
し
ら
か
ば
団
地
（
錦
町
８
番
）

　
　
　
平
成
　
年
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１０

受
付
期
間

　
　
　
３
月
２
日
鰹月 
～
　
日
鰹水 

１１

入
居
資
格

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

鋸
申
込
者
（
そ
の
同
居
者
、
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
を
含

む
）
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

家
　
賃
　
入
居
す
る
方
の
収
入

に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

申
込
み
　
都
市
建
築
課
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
し
、
必
要
な
書

類
（
収
入
を
証
明
す
る
書
類
な

ど
）
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

鰹問 
都
市
建
築
課

拶
３
９
‐
２
３
１
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

高
齢
者
の
生
き
が
い
教
室

受
講
生
募
集
（
４
月
よ
り
）

と
　
き
　
日
程
は
概
ね
次
の
と

お
り
で
す
。
初
回
の
日
時
は
別

途
申
込
者
に
案
内
し
ま
す
。

【
書
道
教
室
英
】　

　
毎
月
第
１
、
２
、
３
火
曜
日

　
午
前
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

【
書
道
教
室
衛
】　

　
毎
月
第
１
、
３
、
４
月
曜
日

　
午
後
１
時
～
２
時
　
分
３０

【
陶
芸
教
室
】　
　

　
毎
月
第
１
、
２
、
３
木
曜
日

　
午
前
　
時
～
正
午

１０

【
木
彫
教
室
】　

　
毎
月
第
１
、
２
、
３
木
曜
日

　
午
前
　
時
～
正
午

１０

【
ヨ
ガ
教
室
】（
６
月
か
ら
開
講
）

　
毎
月
第
１
、
２
、
３
、
４
、

５
火
曜
日

　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

【
踊
り
教
室
】　

　
毎
月
第
１
、
２
、
３
、
４
木

曜
日
・
金
曜
日

　
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
　
歳
以
上
の
市
民

６０

定
　
員
　
各
先
着
　
人
（
陶
芸

２０

教
室
は
先
着
　
人
）
ヨ
ガ
・
陶

１７

芸
教
室
は
希
望
者
が
多
い
た
め
、

初
め
て
受
講
す
る
方
を
優
先

受
講
料
　
無
料
（
講
座
に
よ
っ

て
は
材
料
費
な
ど
の
自
己
負
担

あ
り
）

申
込
み
　
３
月
５
日
鰹木 
か
ら
受

付
開
始
。
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

鰹問 
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
春
日

町
　
番
５
号
）

１２
　
　
　
　
拶
２
２
‐
２
０
０
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
民
委
員
会
委
員
の
公
募

　
地
域
福
祉
計
画
に
反
映
さ
せ

て
い
く
た
め
に
、「
地
域
福
祉
計

画
策
定
市
民
委
員
会
」
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
５
人

任
　
期
　
委
嘱
日
か
ら
平
成
　２８

年
３
月
　
日
３１

応
募
条
件
　
市
内
に
居
住
し
、

本
市
に
住
所
を
有
す
る
満
　
歳
２０

以
上
の
方
で
、
概
ね
隔
月
１
回

程
度
の
会
議
に
出
席
可
能
な
方
。

応
募
方
法
　
は
が
き
、
ま
た
は

封
書
に
虚
住
所
許
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
距
年
齢
鋸
性
別
漁
職
業

禦
電
話
番
号
を
記
入
し
て
福
祉

支
援
課
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
期
限
　
３
月
　
日
鰹金 
ま
で

２０

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

鰹問 
福
祉
支
援
課

拶
３
９
‐
２
２
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
募
集

鞄
生
涯
学
習
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

募
集
人
員
　
１
人

応
募
条
件
　

　
市
内
在
住
の
方
で
、
教
員
免
許

所
有
者
、
ま
た
は
社
会
教
育
に
関

す
る
諸
活
動
に
お
け
る
指
導
経

験
者
で
満
　
歳
以
下
の
方
。

６１

業
務
内
容
　
高
齢
者
教
育
、
家

庭
教
育
、
青
少
年
健
全
育
成
に

関
す
る
業
務
な
ど

期
　
間
　
平
成
　
年
４
月
１
日

２７

～
平
成
　
年
３
月
　
日

２８

３１

勤
務
日
数
　
週
４
日

選
考
方
法
　
面
接

申
込
み
　
３
月
２
日
鰹月 
～
　
日
１３

鰹金 
ま
で
に
社
会
教
育
課
に
あ
る

申
込
用
紙
で
応
募
く
だ
さ
い
。

鰹問 
社
会
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
１
８

広告
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

審
議
会
委
員
の
公
募

鞄
富
良
野
市
水
道
事
業
経
営
審

議
会
委
員
【
３
人
】
（
富
良
野
・

山
部
・
東
山
各
地
区
１
人
）

　
水
道
事
業
と
簡
易
水
道
事
業

の
経
営
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の

審
議
を
行
い
ま
す
。

応
募
条
件
　
市
内
に
居
住
し
、

市
の
水
道
ま
た
は
簡
易
水
道
を

利
用
し
て
い
る
方
で
、
年
２
回

程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方
。

鞄
富
良
野
市
下
水
道
事
業
運
営

審
議
会
委
員
【
２
人
】（
富
良
野
・

山
部
各
地
区
１
人
）

　
下
道
事
業
の
経
営
状
況
な
ど

に
つ
い
て
の
審
議
を
行
い
ま
す
。

応
募
条
件
　
市
内
に
居
住
し
、

市
の
下
水
道
を
利
用
し
て
い
る

方
で
、
年
２
回
程
度
の
会
議
に

出
席
で
き
る
方

【
共
通
事
項
】

任
　
期
　
委
嘱
日
か
ら
平
成
　２９

年
度
第
１
回
審
議
の
開
催
日
前

日
ま
で
（
委
嘱
日
か
ら
２
年
間
）

報
　
酬
　
２
７
５
０
円
（
費
用

弁
償
有
）

応
募
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事

項
と
応
募
動
機
を
記
入
し
、
直

接
ま
た
は
封
書
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
上
下
水
道
課
、
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配

布
し
て
い
ま
す

申
込
期
限
　
３
月
　
日
鰹水 
ま
で

２５

※
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

鰹問 
上
下
水
道
課

拶
３
９
‐
２
３
１
７

 催
　
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
　
回
全
国
高
等
学
校

２７
　
     選
抜
ス
キ
ー
大
会

　
今
年
で
　
回
目
を
迎
え
る
ス

１１

キ
ー
甲
子
園
。
全
国
の
高
校
生

約
２
５
０
人
が
富
良
野
で
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　
当
日
は
、
観
戦
無
料
リ
フ
ト

券
を
ス
キ
ー
場
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

乗
場
前
大
会
受
付
に
て
配
布
し

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
　
き

◆
３
月
　
日
鰹木 
 午
前
８
時
　
分

１２

３０

富
良
野
市
長
杯
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会

◆
３
月
　
日
鰹金 
 午
前
９
時

１３

男
女
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム

◆
３
月
　
日
鰹土 
 午
前
９
時

１４

男
女
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

◆
３
月
　
日
鰹日 
 午
前
８
時
　
分

１５

３０

男
女
ス
ラ
ロ
ー
ム

と
こ
ろ
　
富
良
野
ス
キ
ー
場
　

富
良
野
ゾ
ー
ン
ス
ピ
ー
ス
コ
ー
ス

鰹問 
Ｓ
Ｋ
Ｉ
だ
！
ふ
ら
の
実
行
委

員
会
（
社
会
教
育
課
）

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
夕
張
・
芦
別
山
系
の
エ

ゾ
ナ
キ
ウ
サ
ギ
」
講
演
会

　
エ
ゾ
ナ
キ
ウ
サ
ギ
個
体
群
の

分
布
調
査
に
関
す
る
報
告
会
で

す
。
ま
た
生
息
地
の
地
質
学
的

特
徴
に
つ
い
て
も
学
び
ま
す
。

と
　
き
　
３
月
　
日
鰹土 

２８

　
　
　
　
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
図
書
館

定
　
員
　
先
着
　
人
４０

内
　
容
　

【
第
１
部
】
「
夕
張
・
芦
別
山
系

の
エ
ゾ
ナ
キ
ウ
サ
ギ
個
体
群
調

査
報
告
（
仮
題
）」
／
小
島
 望

さ
ん
（
川
口
短
期
大
学
准
教
授
）

【
第
２
部
】
「
夕
張
・
芦
別
山
系

の
エ
ゾ
ナ
キ
ウ
サ
ギ
生
息
地
に

お
け
る
地
質
学
的
特
徴
に
つ
い

て
（
仮
題
）」
／
高
嶋
 礼
詩
さ

ん
（
東
北
大
学
総
合
学
術
博
物

館
准
教
授
）

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

鰹問 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

拶
４
２
‐
２
４
０
７

後期高齢者医療制度のお知らせ

高額介護合算療養費の制度と申請手続き

　高額介護合算療養費制度は、医療と介護の両
方を利用している世帯の自己負担を軽減する制
度です。
　同じ世帯の加入者が、「虚病院にかかったと
き」と「許介護サービスを利用したとき」の１
年分の自己負担額の合計が右表の基準額を超え
た場合は、「距超えた額が高額介護合算療養費」
として支給されます。平成２５年度分（平成２５年8
月1日から平成２６年7月31日まで）の期間につい
て支給の対象となる方には「お知らせ」をお送
りしていますので、申請してください。

※ただし、次の場合は対象となりません。
鞄後期高齢者医療制度、または介護保険の自己
　負担額のいずれかが０円の場合

鞄支給額が５００円未満の場合

鰹問 保健医療課（市役所１階）　拶３９‐２３１０

※市町村の窓口へ申請が必要です

自己負担額の合計
の基準額（年額）

区    分
負担
割合

６７万円現役並みの所得者３割

５６万円一　般

１割 ３１万円区分Ⅱ住 民 税
非 課 税
世   帯 １９万円区分Ⅰ

許介護サービス費の自己負担虚医療費の自己負担

距『高額介護合算療養費』

虚と許の自己負担額を合算し、下記の基準額を超
えた分が支払われます。香

溝
高
高

※住民税非課税世帯の区分の詳しい内容につい
ては、保健医療課に問い合わせください

香溝
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シ
ッ
ク
音
楽
の
鑑
賞

鰹問 
議
会
事
務
局

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
２
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
ぴ
あ
の
ぴ
あ
～
の
辞
」　

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　
ソ
プ
ラ
ノ
、
ピ
ア
ノ
、フ
ル
ー

ト
、
テ
ュ
ー
バ
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト

に
よ
る
演
奏
会
で
す
。

と
　
き
　
3
月
　
日
鰹日 
　
　
　

２２

　
　
午
後
2
時
（
　
分
前
開
場
）

１５

と
こ
ろ
　
演
劇
工
場
ホ
ワ
イ
エ

曲
　
目
　
プ
ッ
チ
ー
ニ
～
オ
ペ

ラ
（
蝶
々
夫
人
）
よ
り
「
あ
る

晴
れ
た
日
に
」、
フ
ォ
ー
レ
～
シ

チ
リ
ア
ー
ノ
、
モ
ン
テ
ィ
～

チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
ほ
か

入
場
料
　
無
料

鰹問 
ぴ
あ
の
ぴ
あ
～
の
（
花
本
さ
ん
）

拶
0
9
0
‐
5
2
2
4
‐
1
4
8
2

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

地
酒
と
山
部
を
食
す
会

と
　
き
　
３
月
　
日
鰹土 

１４

　
　
　
午
後
６
時
　
分
～
８
時

３０

と
こ
ろ
　
山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

会
　
費
　
２
０
０
０
円

※
山
部
商
工
会
、
富
良
野
商
工

会
議
所
、
山
部
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

で
前
売
り
券
を
販
売
中

飲
み
物
　
純
米
酒
「
ゆ
う
ふ
れ
」・

ふ
ら
の
ワ
イ
ン
・
甘
酒
な
ど

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
の
自
然
に
親
し
む
集
い

冬
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
動
物
の
足
跡
や
落
し
物
、

木
々
の
冬
芽
や
種
な
ど
、
冬
の

自
然
を
満
喫
し
ま
す
。

と
　
き
　
３
月
　
日
鰹日 

１５

　
　
　
　
午
前
９
時

と
こ
ろ
　
鳥
沼
公
園
（
鳥
沼
会

館
集
合
）

定
　
員
　
先
着
　
人
３０

講
　
師
　
石
黒
 誠
さ
ん
（
自
然

写
真
家
）

参
加
料
　
無
料

持
ち
物
　
防
寒
着
、
長
靴

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

鰹問 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

拶
４
２
‐
２
４
０
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

議
場
コ
ン
サ
ー
ト

　
市
議
会
議
員
会
主
催
の
「
議
場

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　
3
月
　
日
鰹火 

１０

　
　
　
午
後
０
時
　
分
～
１
時

３０

3
月
市
議
会
定
例
会
5
日
目

（
一
般
質
問
日
）
の
昼
休
み
時
間

と
こ
ろ
　
富
良
野
市
議
会
議
事
堂

出
演
者
　
蓄
音
機
に
よ
る
ふ
ら

の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
を
聴
く
会

内
　
容
　
蓄
音
機
に
よ
る
ク
ラ

　自殺予防では、悩んでいる人に寄り添い、関わりを
通して「孤立・孤独」を防ぎ、支援することが大切で
す。自殺の危険を示すサインに気づき、それぞれの立
場でできることから行動することが、かけがえのない
命を守ることにつながります。

命をつなぐ5つのアクション

【気づき】「眠れない」「食欲がない」「口数が少なくなっ
た」など、いつもと違う生活などの変化は悩みの大き
な要因になります。

【声かけ】変化に気づいたら、「眠れていますか?」「何
かありましたか?」「どうしましたか?」など、勇気を
出して声をかけ、心配していることを伝えましょう。

【傾聴】話しやすい環境をつくり、真剣な態度で悩み
をじっくり聞くことで、相手の気持ちは楽になります。

【つなぎ】早めに専門家に相談することが問題解決へ
の近道です。

【見守り】温かく寄り添いながら、自然な態度で見守
りましょう。

気づいてください！体と心の限界サイン

食
べ
物
　
山
部
産
手
作
り
料
理

【
バ
ス
運
行
】

富
良
野
駅
前
噴
水
横
駐
車
場

　
　
　
　
　
午
後
５
時
　
分
発

２０

富
良
野
商
工
会
議
所
前
　

午
後
５
時
　
分
発

３０

富
良
野
市
役
所
前
　

午
後
５
時
　
分
発

５０

J
A
ふ
ら
の
東
山
支
所
前
　

午
後
６
時
発

鰹問 
N
P
O
法
人
　
山
部
ま
ち
お

こ
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

拶
４
２
‐
3
9
0
0

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

パ
ブ
コ
メ
実
施
結
果

　
次
の
３
件
に
つ
い
て
、
意
見

の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
勤
労
者
生
活
資
金
の
廃
止
に

つ
い
て

期
　
間
　
　
月
　
日
～
１
月
　
日

１２

１５

１３

鰹問 
商
工
観
光
課

拶
３
９
‐
２
３
１
２

◆
都
市
計
画
審
議
会
条
例
の
一

部
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

期
　
間
　
　
月
　
日
～
１
月
　
日

１２

１５

１３

鰹問 
都
市
建
築
課

拶
３
９
‐
２
３
１
６

◆
富
良
野
市
い
じ
め
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

推
進
基
本
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

期
　
間
　
１
月
　
日
～
２
月
３
日

１５

鰹問 
学
校
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
２
０

相談窓口をご利用ください
鞄北海道いのちの電話
　受付時間　２４時間対応　拶０１１-231-4343

あなたの大切な人を自殺から
守る

自殺予防研修会を開催します
　自殺予防について、今自分たちにできる
ことを一緒に考えてみませんか?

と　き　３月１９日鰹木 　午後１時３０分～４時

ところ　保健センター

参加料　無料

申込み　３月１６日鰹月 までに福祉支援課まで

　　　　電話で申し込んでください。

鰹問 福祉支援課　拶３９-２２１１



▼「こんなの初めて」。今回写真を趣味にしてい
る方を取材したのですが、撮影しようとすると
レンズを向けられ逆撮影！？本人は照れ隠し
だったようですが、丁寧に画像までいただきま
した。画像を見るとへっぴり腰のカメラマンの
姿が…。「こんなはずじゃない」…。ときには自
分を客観的に見ることも必要ですね。（し）

広報ふらのは再生紙を使用しています

ままちちのの知知っっ得得情情報報満満載載！！

■行政情報番組「ラジオ広報ふらの」
　毎週　月曜日～金曜日　午後６時～６時５分放送

市市政政をを分分かかりりややすすくく解解説説！！

■まちづくり情報番組「元気ハツラツ！まちづくり」
　３月２８日鰹土 　午前１０時～１０時４５分放送今月のラジオ広報
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災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。
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　人懐っこくて、触って

もらうことが大好きな、

なな。どんなことがあっ

ても動じず、逆に心配に

なるほどなかなか声を出

さないんです。散歩中の

ななに会ったら頭を撫で

てあげてくださいね。

▼沿線の広報担当者が集まり、広報紙で掲載して
いる広域タウン情報「花人街道」などの内容や紙
面について会議をしました。いつもメールのやり
とりだけでしたが、「こういった顔の見える関係
は素晴らしいなあ」と感じながら、それぞれの考
え方や悩み、悩み？などなど…、話は尽きない。
今度はどんな話になるのか楽しみです。（ほ）


